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主  題：よみがえりといのちであるキリスト 

聖書箇所：ヨハネの福音書 １１章１７－２７節 

 

きょう、見ていきたいのはヨハネの福音書１１章です。特に、１７－２７節を中心に、みことばに耳を

傾けてみたいと思います。 

前回学んだことを少し思い出してみてください。先週見た場面の始まりは、一つの悲しい危機的な知

らせでした。見知らぬ人ではありません。イエス様の愛する友ラザロが重い病気で死にかけているとい

うものでした。ラザロと二人の姉妹マルタとマリヤは、イエス様を心から愛していました。またイエス様

もこの家族を深く愛していました。ですから、姉妹たちは一刻を争う状況の中、イエス様に切実なＳＯＳ

を出しました。「主よ。ご覧ください。あなたが愛しておられる者が病気です。」と。彼女たちは、イエス様に

対したＳＯＳの中で、病気で苦しむラザロの名前を出しませんでした。「今すぐに来てください」と要求

することもありませんでした。なぜなら、自分たちの愛する主であれば、この知らせさえ耳に届けば、す

ぐに駆けつけてくれると彼女たちは信じて疑わなかったからです。そのような深い関係がありました。 

しかし、ここで私たちが目にしたのは、人の理解をはるかに超えた神様の愛、イエス様の応答でした。

５－６節にこのように書いていました。「:5 イエスはマルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた。:6 その

ようなわけで、イエスは、ラザロが病んでいることを聞かれたときも、そのおられた所になお二日とどまられた。」

と。驚くべきことに、イエス様は彼らのことを本当に愛していたからこそ、すぐに出発しませんでした。

彼らへの深い愛が、イエス様をその場所にあえて２日もとどまらせていたのです。いったいどうして愛

しているのに遅らせたのでしょうか？私たちは、この点を不思議に思います。私たちの頭では理解でき

なかったりもします。遅らせることは、イコール愛のなさのように私たちは感じてしまいます。しかし、

決してそうではありません。主の愛には、大きな目的があったのです。４節でイエス様がこのように宣言

されていました。「イエスはこれを聞いて、言われた。「この病気は死で終わるだけのものではなく、神の栄光の

ためのものです。神の子がそれによって栄光を受けるためです。」」と。主の示された愛の最大の目的は、神様

の栄光を現すことでした。イエス様は苦しみを無視したのではなく、ラザロや姉妹のことを心から愛し

ていました。そして、彼らにとって何よりも必要で、喜びをもたらす主の栄光を最も近くで見られるよう

にと、あえてタイミングを遅らせていたのです。イエス様の遅れは、冷たさや無関心のゆえではありませ

んでした。それはまさに彼らの本当の喜びを思う、深い愛のゆえだったのです。イエス様は２日とどまり

ました。 

そして、イエス様はついに愛する友が待っているベタニヤに到着します。イエス様が到着した時、その

場の現状はどうなっていたのでしょうか？ラザロの病はいやされるどころか、すでに亡くなって墓に葬

られてから四日たっていました。あえて遅らせたことによって、もはや手遅れで、完全に打つ手がない絶

望的な状況がそこにはでき上がっていました。だれがどこを見てもいっさい希望を見いだせないような

場面に、待ちわびていたイエス様が現れるのです。私たちが注目したいのは、そのような絶望の真っただ

中で、交わされたイエス様とマルタの会話です。この時のマルタの心のうちには、いろいろな思いがあっ

たと容易に想像できませんか？兄弟を失った悲しみもあったでしょうし、今か今かと待ちわびていた主

が間に合わなかったことの失意もあったでしょう。私たち自身の歩みの中にも、愛する者を失えば悲し

みを抱く場面が多々あります。遅れて見える神様の愛を見れば、不安や葛藤を抱く場面もあります。マル

タはいろいろな思いを抱えていました。私たちもいろいろな思いを抱えることがあります。では、そのよ

うなマルタや今を生きる私たちに対して、イエス様は何と語るのでしょうか？絶望の中にあって、イエ



ス様はどのようにして約束のとおりに栄光を現そうとされるのでしょうか？その答えを、みことばを三

つの部分に分けて、考えてみたいと思います。絶望の中で輝く主の栄光です。 

〇よみがえりといのちであるキリスト 

ヨハネ１１：１７－２７ 

「:17 それで、イエスがおいでになってみると、ラザロは墓の中に入れられて四日もたっていた。:18 ベタニ

ヤはエルサレムに近く、三キロメートルほど離れた所にあった。:19 大ぜいのユダヤ人がマルタとマリヤの

ところに来ていた。その兄弟のことについて慰めるためであった。:20 マルタは、イエスが来られたと聞い

て迎えに行った。マリヤは家ですわっていた。:21 マルタはイエスに向かって言った。「主よ。もしここに

いてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。:22 今でも私は知っております。あなたが神に

お求めになることは何でも、神はあなたにお与えになります。」:23 イエスは彼女に言われた。「あなたの兄

弟はよみがえります。」:24 マルタはイエスに言った。「私は、終わりの日のよみがえりの時に、彼がよみが

えることを知っております。」:25 イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを

信じる者は、死んでも生きるのです。:26 また、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことがありま

せん。このことを信じますか。」:27 彼女はイエスに言った。「はい。主よ。私は、あなたが世に来られる神

の子キリストである、と信じております。」」 

１． 死がもたらす絶望 １７－２２節 

では、さっそく一つ目の内容から考えてみましょう。一つ目は死がもたらす絶望です。イエス様が到着

した時、その場所に満ちていたのは、死の現実がもたらす深く、重苦しい悲しみでした。もう一度、みこ

とばを見てください。そのような絶望感を伝えるいくつかのキーワードが出てきました。１７節では、こ

のように言われています。「それで、イエスがおいでになってみると、ラザロは墓の中に入れられて四日もたっ

ていた。」と。聖書に出てくる数字も偶然なものはありません。この「四日」も決して適当な数字ではあり

ません。 

▶「四日もたっていた」 

この当時ユダヤ人の間では、死者のたましいに関してある考え方が一般的に信じられていました。そ

れは、死んだ者のたましいは、死後３日間はからだのまわりにとどまっていて、もう一度からだに入る機

会をうかがっているけれども、４日目になって腐敗が始まると、からだには戻ることができなくなると

いうものでした。ラビの文献の中にもこのようなことばが残されています。「魂は死後３日間、身体の中

に戻ろうと考えて、墓へと戻り続ける。しかし、その顔立ちが変わり始めたのを見ると、そこを立ち去っ

て、その身体を見捨てるのである。」と。私たちからすれば、あまりにも不思議な話に聞こえますが、当

時の人たちにとっては、これが紛れもない常識でした。イエス様が到着した時、ラザロは墓に入れられて

４日目になっていました。彼はだれの目から見ても確実に死んでいて、もうすでに腐敗が始まる段階に

入っていたのです。そのからだにたましいが再び戻る可能性はあり得ない、当時の人たちにとって残さ

れていたわずかな希望さえも過ぎ去った後のことでした。また、その場の絶望感を表すことばが使われ

ていました。１８－１９節にこのように書いています。「:18 ベタニヤはエルサレムに近く、三キロメートル

ほど離れた所にあった。:19 大ぜいのユダヤ人がマルタとマリヤのところに来ていた。その兄弟のことについて慰

めるためであった。」と。ベタニヤはエルサレムに近いところにありました。ですから、エルサレムから多

くのユダヤ人たちが慰めるために家に集っていたのです。 

▶「慰めるため」 

ユダヤ社会に根付いていた当時の慣習でした。当時、だれかが亡くなると、家族とか友人だけではな

く、隣人や町の人たちまでもが遺族を慰めるためにやって来ました。死の冷酷な現実を前に、彼らはとも

に集まって、涙を流して、悲しみを表していたのです。これは今の私たちの時代でもあります。葬儀の時

には、親族一同が集まります。教会の家族も集まります。葬儀の日が終われば、多くの人たちがまた普段



の生活にすぐ戻っていきます。それが今の時代ですけれども、この当時は違いました。人々は、愛する者

の死という現実を心にきちんと刻むために、まず７日間ともに喪に服していました。そして、７日の最初

の３日間は、泣く日として定められていました。みんなで泣いていたのです。そして、７日間は、化粧を

することも、靴を履くことや仕事や勉学をすることも、洗濯をすることですら許されていませんでした。

また、１週間が終わった後も、人々は約１か月の間亡くなった者を覚えて、悲しみの中に日常を過ごして

いました。そうすると、イエス様が到着したベタニヤの場所には、喜びも笑顔もいっさいありません。そ

こに満ちていたのは息が詰まるほどの悲しみだけでした。多くの人たちがやって来て、姉妹といっしょ

に涙を流して、あちらこちらでは悲痛の声を上げて、死という人が抗うことのできない現実に、みなが打

ちのめされていました。死は確かな絶望を人々のうちにもたらしていました。イエス様が到着したとこ

ろは、そのような場面でした。 

▶「主よ」 

そして、そのようなこれ以上もない重苦しい、悲しみがおおい尽くしている時に、マルタの耳に「イエ

ス様が来ました」との知らせが届くのです。その瞬間、彼女はその場を飛び出していました。家にやって

来るまで一瞬たりとも待てなかったマルタは、イエス様を迎えに行って、そしてこのようなことばを発

します。２０－２２節にこのように書いています。「:20 マルタは、イエスが来られたと聞いて迎えに行った。

マリヤは家ですわっていた。:21 マルタはイエスに向かって言った。「主よ。もしここにいてくださったなら、私

の兄弟は死ななかったでしょうに:22 今でも私は知っております。あなたが神にお求めになることは何でも、神は

あなたにお与えになります。」」と。皆さん、少し考えてみてください。今マルタのことばを聞きましたけれ

ども、このことばを聞いて、どのように思いますか？マルタは言っていました。「主よ。もしここにいてく

ださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに」と。このことばは、イエス様に対する非難や責めの思い

を込めて、発せられたのでしょうか？どうしてもっと早く来てくださらなかったのですかと、使いを出

してからいったいどこにいたのですかと、もしあなたがここにおられたなら私の兄弟は死ななかったの

にと責める思いでマルタは口にしたのでしょうか？それとも彼女はただ単に自分の悲しみや葛藤を正直

に告白したのでしょうか？「主よ。もしあなたさえここにいれば、私の兄弟は死ななかったのに」と。あ

る人たちは、これは非難の声だと考えています。しかし、おそらくそうではありません。どうしてそう言

えるかと言うと、一つにマルタの口から出てきた最初のことばを見てください。 

ずっと待っていたイエス様に会った時、彼女は最初に「主よ。」と言っています。彼女はこの状態の中

でもイエス様を自分の愛する主人として、主であり、神であるお方として、すなおに認めていたというこ

とです。最愛の兄弟を失った暗闇の中でも彼女は信頼を失っていたのではありません。イエス様の力を

確かに覚えていたからこそ、彼女はもし主がともにいれば、もしこの力ある主がともにいれば、愛する兄

弟は助かったのにと深く悲しんでいたのです。 

この後に登場するマリヤもイエス様に向かって同じように嘆きのことばを発していました。今度はマ

リヤがこのようなことばを発します。３２節の後半にこのように書いていました。「……「主よ。もしここ

にいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」」と。ふたりの姉妹は愛するイエス様のことを

待っていました。どれほど待っても主は来ません。ラザロの容態はどんどん悪化していきました。そのよ

うな中で、彼女たちは互いに何度も言い合っていたでしょう。愛する主がおられればラザロのいのちは

助かるのにと、そのことばが彼女たちの口から出てきました。しかし、それがかなわなかったことに彼女

たちは深い悲しみや心の痛みを覚えていたのです。マルタはここで怒りや不満を爆発させていたのでは

ありません。ただ目の前で起こっているひどい現状を嘆いていました。主への信頼を失わない中で、同時

に愛する者の死への悲しみや葛藤を打ち明けていたのです。 

２２節でもその葛藤を私たちは見て取ることができます。「今でも私は知っております。あなたが神にお求

めになることは何でも、神はあなたにお与えになります。」と。悲しみの中にマルタはいましたが、その時で



も彼女はイエス様の特別な立場を忘れはしませんでした。父なる神様との間にある関係を正しく覚えて

いました。絶望の中にあって、なお彼女は変わらず愛するイエス様に希望を見いだそうとしていたので

す。ただこの信仰はまだまだ不完全で、限られていた信仰でした。マルタは言いました。「……何でも神

はあなたにお与えになります。」と。しかし、そう口にはしていたものの、マルタはイエス様が今この場で

ラザロを生き返らせることができることは信じても、確信してもいませんでした。そのことはこの後、墓

を開こうとする際のマルタの様子を見てもわかります。３９節で「イエスは言われた。（ラザロのからだが

入った墓の石）「その石を取りのけなさい。」死んだ人の姉妹マルタは言った。「主よ。もう臭くなっておりましょ

う。四日になりますから。」」と記されています。彼女はイエス様にはどのような病でもいやす力があると信

じていました。しかし、彼女は死者をよみがえらせる力があるとは信じていませんでした。その信仰はま

だ足りてないところはたくさんあったのです。しかし、それでもすごいと思いませんか？死がもたらす

絶望の中で、マルタの取った最初の応答は、愛する主に目を留めることでした。彼女には到底理解できな

い、受け入れがたいことはたくさんあったでしょう。愛する兄弟は亡くなってしまって、イエス様の到着

が遅れていたことも混乱や疑問を覚えさせるものだったかもしれません。しかし、彼女は、イエス様の姿

から目を離そうとはしませんでした。愛する主に目を留めて、そのあわれみに身をゆだねようとしてい

ました。 

そして、これは私たちにとっても大切な模範です。私たちは困難の中に置かれる時、自分の理解を超え

たはるか過酷な状況が降りかかる時、その問題に心が奪われることが多々あります。愛する家族や友が

亡くなるといった大きな悲しみに直面すれば、悲しみと寂しさに身をゆだねて、聖書の真理や約束はも

う二の次になって忘れてしまうことがあります。悲しみや寂しさを覚えること自体が間違っていますと

いう話ではありません。私たちは戸惑いや痛みを覚えても、感情を全部押し殺して、笑顔でいなければい

けませんという話でもありません。イエス様もマルタやマリヤに向かって、泣くのをやめなさいとは一

度も言いませんでした。いやむしろ来週見ますけれども、イエス様自身も愛する友や群衆の不信仰をも

って、涙を流されていました。信仰者の歩みは、感情をいっさい取り除いていく歩みではありません。し

かし、同時にその歩みは感情も含めて、すべてを主にゆだねて歩む生き方でした。正直に、自分自身に問

う時に、悲しみが起こった時や痛みがある時、理解できない時、どこに私たちは真っ先に目を留めるでし

ょうか？絶望の中で、唯一の助けである主に目を向けていることが、私たちに慰めをもたらしてくれる

応答でした。マルタはそのように主を見ました。主への信頼と嘆きが入り混じった応答をしていました。

今度はそのようなマルタに対して、イエス様が答えられるのです。絶望のどん底にいる彼女を慰め、希望

を与えようとされます。 

２． いのちがもたらす希望 ２３－２６節 

死がもたらすものは絶望でした。しかし、二つ目にいのちがもたらすものは希望です。２３節でイエス

様はこのように口にされました。「イエスは彼女に言われた。「あなたの兄弟はよみがえります。」」と。あまり

にも力強い宣言だと思いませんか？これだけでも大きな慰めになることばだったでしょう。単なる人間

が言っているのではありません。彼女が心から愛している主のことばでした。偽ることが決してないお

方の死者の復活という約束でした。イエス様はそのよみがえりがいつ起こるのか具体的には言いません

でした。それゆえに、マルタは勘違いをします。２４節で「マルタはイエスに言った。「私は、終わりの日の

よみがえりの時に、彼がよみがえることを知っております。」」と書かれています。これまでにも主の教えを何

度も聞いてきて、旧約聖書の知識も持っていた彼女は思い込んだのです。イエス様は今の話をしている

のではなくて、もっと先の話をしているのだと、「終わりの日のよみがえり」のことを話しているのだと。

この考え自体は、何も間違っていません。私たちが旧約聖書を見る時、確かに、終わりの日によみがえり

があることを明確に預言し続けていました。ダニエル１２：２にもこのようなことばがあります。「地の

ちりの中に眠っている者のうち、多くの者が目をさます。ある者は永遠のいのちに、ある者はそしりと永遠の忌み



に。」と。マルタは正しい神学を持っていました。終末のことをわかっていました。しかし、激しい悲し

みの中で、彼女の目は、目の前ではなく、遠い先の未来に向いていました。いつか起こる出来事ばかりに

思いがとまっていました。ですから、イエス様は、遠いところを見ている彼女の目をご自分に向けようと

されます。よみがえりという先の事実ではなくて、よみがえりという人物に目を留めさせようとするの

です。続きを見てください。イエス様は、彼女のさっきの発言を正すことはしません。しかし、２５－２

６節でこのように言いました。「:25 イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信

じる者は、死んでも生きるのです。:26 また、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことがありません。こ

のことを信じますか。」と。 

▶「わたしは、よみがえりです。いのちです。」 

イエス様は、単に「わたしは、よみがえりを起こすことができる者です。」とは言いませんでした。「わ

たしは、いのちを与えることができる者です」とも言いませんでした。イエス様は、「わたしは、よみがえ

りです。いのちです。」と宣言されていたのです。何が違いますか？何がポイントなのでしょうか？それは、

イエス様はただ復活をもたらせる存在だということではありません。ただいのちを与えられる存在だと

いうことでもありません。イエス様こそがよみがえりであり、いのちそのものだということです。イエス

様がいなければ、よみがえりもいのちも存在しないのです。復活もいのちもイエス様のものです。この方

だけが死にまさる力を持っていて、いのちの創始者であり、いのちを支えておられるまことの神様なの

です。イエス様は言いました。「わたしが、よみがえりです。わたしがいのちです。」と。「わたしからよ

みがえりもいのちもでます。」と。 

ですから、改めて考えてみてください。イエス様は、ヨハネの福音書を通して、何度も、何度もある約

束を与え続けてきました。それは、ご自分を信じる者には、だれにでも永遠のいのちを与えるという約束

でした。たとえばニコデモに対して、イエス様はこのようなことを３：１４－１５節で言います。「:14 モ

ーセが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。:15 それは、信じる者がみな、人の

子にあって永遠のいのちを持つためです。」と。ニコデモだけではありません、あの井戸のところで出会った

サマリヤの女性に対しても、イエス様は同じ約束を与えました。４：１４でイエス様はこのように言いま

す。「しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して渇くことがありません。わたしが与える水は、その

人のうちで泉となり、永遠のいのちへの水がわき出ます。」と。宗教の専門家であった者に対しても、罪にま

みれていたサマリヤの女性に対しても同じことを言いました。また、それだけではありません。自分に敵

対しているユダヤ人の指導者たちにも同じように約束を与えます。５：２４のところにこのように書い

ていました。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信

じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです。」と。イエス様は

繰り返し、繰り返し約束してきました。「わたしを信じる者は「永遠のいのち」を持つことができます」と。

私たちにはこのような約束なんてできません。私たち人間は、だれも自分自身のうちに、「いのち」の源

を持っていないからです。だれひとりとして、生まれる日を自分で決めた人はいません。自分の誕生に何

かしら貢献ができた者もいません。自分のうちに「いのち」を持っていない私たちは、神様から「いのち」

を与えられている存在にしかすぎません。私たちは神様の恵みによって、生かされているだけです。 

しかし、イエス様は根本的に違いました。この方自身が「よみがえり」であり「いのち」でした。「いの

ち」そのものでした。ですから、イエス様には死であれ、「いのち」であれ、それらを思いのままに支配す

る力がありました。「いのち」である方だけが、信じる者に「永遠のいのち」を自由に与える権威も権利も

持っていました。「いのち」あるこの方だけが、ご自分を信じる者は決して死ぬことはありませんと約束

することができたのです。イエス様は「よみがえり」であり、「いのち」でした。その方がマルタに対して

優しく語るのです。悲しみの中にいた彼女の目には、今の状況は絶望にしか映りませんでした。彼女は愛

する者が死んで、復活があるのも先のことだと思っていました。ですから、イエス様ははっきりとマルタ



に「わたしが、よみがえりです。いのちです。」と言うのです。「ラザロは確かに死にました。しかし、彼は

よみがえります。はるか遠くの将来の話ではなく、私は、今よみがえらせる力を持っています。」、「信じ

る者にはいのちを与えることのできる力をわたしは持っています。」、「そのことをあなたは信じますか」

と。イエス様は将来を見ていた彼女の目をほかのだれではありません、自分に向けさせました。未来の出

来事ではなく、「よみがえり」そのものであるご自身に向けさせました。それは、主ご自身こそが、彼女に

とってあらゆる絶望をくつがえす希望の源だったからです。 

私たちも同じです。私たちの希望はどこにありますか？私たちの希望は主ご自身にあります。私たち

に問われるのも同じ質問です。「このことを信じますか」と。私たちはいったい「だれに希望を見出しま

すか」と。ひどい悲しみや痛みを味わう時や私たちが死という現実を目の当たりにする時、果たして、私

たちはだれに希望を見いだそうとするでしょうか？「よみがえり」であり、「いのち」である方を信じ、信

頼しようとするでしょうか？これはとっても大切です。なぜなら、すべての人はいつの日か必ず肉体の

死を迎えます。どれだけ健康な人であろうが、必ずその日を迎えます。そして、死んだ後、私たちは必ず

二つのうちどちらかの場所で、永遠を過ごすことになります。主イエス・キリストを信じて、罪を赦され、

永遠のいのちを与えられた者は、愛する主とともに永遠を天で過ごします。そこで、主のすばらしさをさ

らに知って、主の栄光をほめたたえるという尽きない喜びにあずかることができます。しかし、かたくな

になり、この方を信じない者は、死んだその瞬間に地獄へと向かいます。私やあなたのような罪人のため

十字架にかかって、愛を示された方を自ら拒んで、自分の罪の中で死ぬような者は、主から永遠に引き離

され、いつまでも苦しむことになります。肉体の死は、すべての人に訪れます。そして、その死の後、全

部終わりでも、なくなってしまうのでもありません。すべての人が永遠に生きることになります。問題

は、どこで自分の永遠を過ごすかです。主とともに天で過ごすのか、主から最も離された地獄で過ごすの

かです。本来であれば、罪人である私たちには、何の希望もありませんでした。生まれながらに罪を犯し

て、罪を愛して、神様に逆らい、生きてきた私たちの向かっていた先は、みな同じで例外はありません、

永遠の滅びでした。 

しかし、主の愛を知って、救い主を信じて救われたのであれば、私たちには希望があります。かつては、

死は恐れでしかありませんでした。しかし、たとえ死でさえも恐れる必要はなくなりました。いのちであ

るイエス様を信じる者にとって、肉体の死は、愛する主にお会いする永遠へとつながる喜びの扉です。感

謝なことに死が最後に勝利を収めることはありません。私たちの力ではありません、ただ罪と死に完全

に勝利された主イエス・キリストのゆえです。パウロも確信を叫んでいました。Ⅰコリント１５：５５－

５７に、私たちの希望、勝利をこのように口にしました。「：55「死よ。おまえの勝利はどこにあるのか。死

よ。おまえのとげはどこにあるのか。」:56 死のとげは罪であり、罪の力は律法です。:57 しかし、神に感謝すべ

きです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与えてくださいました。」と。皆さんは、

自分が死んだ後どこに行くのか、確信を持っていますか？持っていなかったなら、真剣に考えるべきで

す。先延ばしにするのではなくて、今考えるべきです。死はいつの日かやって来ます。次の瞬間やって来

るかもしれません。アダムの罪は、この世に死をもたらしました。死は深い絶望を人々のうちにもたらし

ました。しかし、「いのち」であるお方は、私たちに決して揺るぐことのない最高の希望をもたらしてく

れました。「よみがえり」であり、「いのち」であるキリストを信じる者には、「永遠のいのち」が与えられ

る。この方ご自身こそが、唯一の希望の源です。このことを信じますかとマルタは問われました。マルタ

はイエス様に答えました。その応答が最後に見たい三つ目の内容です。 

３． いのちに対する応答 ２７節 

三つ目は、いのちに対する応答です。２７節にこのように記されています。「彼女はイエスに言った。「は

い。主よ。私は、あなたが世に来られる神の子キリストである、と信じております。」」と。マルタは正直に答え

ていました。自分の考えや思いではありません。「はい、主よ。」と。イエス様のことばをすなおに受け入



れていました。心から同意していました。マルタがこの時、持っていた信仰は漠然とした中身のないもの

ではありません。彼女は自分の愛する主が、どのようなお方なのかを正しく心に留めていました。彼女は

三つの表現をイエス様に対して使いました。 

▶「世に来られる」 

「あなたが世に来られる」、言い換えれば、彼女はイエス様が父なる神様のみこころを成し遂げるために

世に遣わされた存在であると信じていたということです。 

▶「神の子」 

二つ目に「神の子」と述べられていました。言い換えれば、彼女はイエス様が父なる神と特別で親密な

関係にあることを信じていたということです。イエス様が父と一つである神の御子であることを彼女は

信じていたということです。 

▶「キリスト」 

三つ目に「キリスト」と述べていました。言い換えれば、彼女はイエス様が旧約の時代からずっと人々

が待ち続けてきた救い主、メシヤであることを信じていたということです。「主よ」と、「あなたは世に来

られる神の子キリスト」ですと、そのように私は信じてきましたと。すばらしい信仰の告白でした。 

しかも、彼女はこの大胆な告白をどの状況の中で口にしたでしょうか。最愛の兄弟ラザロを失ったそ

の悲しみの真っただ中でした。最も辛い痛みを心に抱えていた真っただ中でした。容易に悲しみに心を

奪われて、どうして早く来てくださらなかったのですかと、不平や不満をぶつけたり、もうすべてが手遅

れですと、絶望とあきらめを口にすることもおかしくないような状況にあって、彼女は愛する主を変わ

らずに見つめて、信頼しようとしました。すごいと思いませんか？困難の中で、彼女の心を支えていたも

のが何かわかりますか？それは、主に対する信仰でした。主がいったいだれなのかという真理をますま

す知ることが、彼女の心を守り、励まし続けていたのです。 

これは、私たちにとっても同じです。困難に直面する時、私たちは自分の身近なものに手を伸ばして、

助けを求めようとします。しかし、私たちを根底から堅く支えてくれるのは、お金や持ち物、世の知恵や

自分の力でもありません。ひどい悲しみに陥っている時、それぞれの心に十分な慰めをもたらしてくれ

るのは、自分を納得させてくれる理由や答えでもありません。どのような時でも私たちを支え、真に慰め

てくれるのは、私やあなたといつもともにいる主イエス・キリストです。みことばを通して、キリストが

いったいだれなのかを正しく知って、キリストを信じて、信頼して従い続けていくことが、どのような嵐

の中でも、私たちやあなたの心を本当の平安で満たしてくれる秘訣です。ですから、私たちはこうして日

曜日に礼拝に集います。みことばの教えに耳を傾けて、賛美をささげて、ともに交わりの時を持とうとし

ます。日々の生活の中で、それぞれが聖書を読み、互いのために祈り合って、支え合って、励まそうとし

ます。それは私たちが愛する主をますます知って、ほめたたえるためです。私たちは忘れやすい者です。

私たちの目は、いろいろなところを向いてしまうそのような者です。ですから、私たちはお互いも必要で

す。主ご自身を知ること、知り続けることが私たちにとって、何よりの喜び、永遠の希望へとつながって

いるのです。主を知っていくことに私たちの本当の満足があります。 

真理のすべてではなく、マルタにはまだわかってないこともたくさんありました。愛する者の死、墓に

入れられて４日という絶望を前にして、その場に広がっていたのは悲しみだけでした。しかし、そのよう

な悲しみは、キリストという「いのち」に出会うことを通して、希望へと変えられました。まだラザロの

復活は起こっていません。それが起こるのはこの後の話です。それでも彼女は、「よみがえり」であり、「い

のち」である主の姿を目の当たりにしました。イエス様がそれを教えたのです。２日遅れて来たことによ

って、彼女は主の偉大さや栄光を絶望の中で、さらに深く知ったのです。それが、神様の持っていた愛で

した。彼女が主の偉大さを知れるようにと、それが彼女の喜びにつながるから、主はそのことをするため

に愛を示されました。今を生きている私たちも同じです。同じ主を見上げることができます。絶望の中



で、私たちは見捨てられているわけではありません。悲しみや困難、苦しみの中でも同じ主にあって、希

望を見いだし続けることができます。主は遅らせる愛を用いることは多々あります。しかし、その時こそ

主がだれなのかを覚え続けることです。この方は「よみがえり」であり、「いのち」であるお方でした。そ

の偉大な主に心を留めて、信頼しながら今週も主の栄光のためにともに歩んでいきましょう。 


